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「美浦村立美浦小学校」の校歌が完成しました



【美浦小学校校歌の作曲にあたって】

　「校歌らしい佇まい」、「オリジナル性」、「古すぎない作風」の３本柱を軸に、雄大な風景（＝無限
の未来）の広がりを感じるレガートと、今を力強く生きる（ややマーチ風な）拍節感をバランスよく
融合したいと考え、作曲しました。

　また、吹奏楽で演奏しやすいようにB dur（変ロ長調）での作曲といたしました。

作曲家　相澤　直人さん

【美浦小学校校歌の作詞にあたって】

　2024年6月、初めて美浦村を訪れました。

　作詞にあたってはあらかじめ「キーワード」や、美浦村の資料をいただいていましたが、現地に行
って先生方のお話を伺い、さまざまな場所をご案内いただいた貴重な時間から浮かんできた言葉をま
とめてみました。

　校歌は有節歌曲形式になるものが多いので、言葉のアクセントに合わせて１番２番３番でメロディ
を変える、ということが起こらないように調整してみました。

　また、「難しすぎず、簡単すぎない」、「古すぎず、新しすぎない」言葉を使うことを意識しまし
た。現在の時点で新しいものというのは、すぐ古くなってしまうものです。例えば、「われら」とい
う言葉は、「小学生らしさ」という観点ではやや硬く見える部分かもしれませんが、あえて使いまし
た。「キーワード」については、決定稿においてはあまり拘らず、エッセンスをところどころに入れ
られれば、ということで言葉を並べました。

作詞家　栗原　寛さん


